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は 埼玉県社会的養護出身者の支援を行っています
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社会的養護出身者 困難の背景にあるもの・・・

児童養護施設に入所する児童の

約66％が親等からの虐待経験あり

2020年厚生労働省調べ

児童養護施設に入所する児童の

約37％が障害あり
幼少期の虐待が脳に
影響を与えるという説も

上記はどちらも

年々 増加しています！

1位：知的障害 11.3%
2位：広汎性発達障害（自閉症スペクトラム）9.3%
3位：注意欠陥多動性障害（ADHD） 8.6%
4位：反応性愛着障害 5.5%



精神的な問題で、就労ができない若者！

就労支援依頼件数 毎年約50～60件

対応困難事例では、発達障害や愛着障害等が疑われるケースが多いが、

精神障害者保健福祉手帳、療育手帳を所持していないケースが約50％

就労が困難なケース：依頼件数の約半数

障害者枠での就職もできずに18歳から生活保護しかも一人暮らし

人間関係が困難
仕事する気がない
ゲーム依存
昼夜逆転
朝起きられない
時間を守れない
お金はすぐ使い果たす
等々

“グレーゾーン”
なのでは？？

★社会的養護出身者 20代での生活保護受給率：19倍
2015年 日本学術振興会特別研究員・NPO法人日向ぼっこ副理事長：永野咲氏論文より

考えられる原因：高年齢で保護される児童の増加（虐待からの措置が増加しているからか？)
→児童養護施設で、発達障害や精神疾患の見極めが困難
職員との関係性構築が難しく、通院促しや、本人と話し合った上で
の手帳取得が難しくなっているのではないか？

障害のために育てにくいから
虐待されたのか？

虐待されたから精神疾患を
発症してしまったのか？



社会的養護出身者だけでない問題・・！？

虐待の相談件数：全国で約20万件。

社会的養護として措置（児童養護施設などに入所）される

のは、そのうち10％にもならない人数。

残りの90％は家庭に戻され、親への指導等がなされていま

すが、中には問題が解決されていない家庭で養育され続け

ているケースも多いのではないでしょうか。

社会的養護出身者でなくても、前述した同じ困難を抱えた

若者がこの日本にどれだけいるのか？という事です。

若者の貧困、犯罪等をなくしていくためには、

行政、福祉、医療、学校、民間企業、民生委員、支援団体

（若者支援団体、こども食堂、困窮者支援、住居支援）な

ど地域のネットワークで連携しながら、困難な環境にある

若者を支援していくことが今後益々必要になるのではない

かと思います。 令和3年 厚生労働省調べ



地域で連携しながら若者を支援できるネットワークを！
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県営住宅を一時利用（1年間）できるようになりました！

児童養護施設など退所者

離職により住居を失った者
またその恐れがある者
１８歳から３０歳未満

②事前相談

③離職調査書
送付依頼

④離職調査書
（写）送付

埼玉県こども安全課

コンパスナビ

埼玉県住宅課

県住宅供給公社

利用料は通常家賃の半額

埼玉県では、さらに新たな支援策が！！

令和3年10月～



コンパスナビと児童養護施設等の出身者が取材してつくった！

困ったときの相談先が調べられるサイト オープン

「ひとりで悩まないで！相談先はたくさんあるよ！」

社会的養護（児童養護施設、自立援助ホーム、里親等）出身者が困り事の内容によって相談
先を検索（全国）できるプラットホームサイト「なびんち」が2月15日にオープン。
児童養護施設等に入所した若者は18歳で一人立ちを余儀なくされます。なかには仕事や住
まいを失ったり、貧困、こころの不調、孤独に悩まされる若者も少なくありません。

「困った時には、各専門の支援団体や行政が支えてくれるよ」
このことを明確に彼らに伝え、どこに相談すればよいのか、相談先がすぐに分かる、そのよ
うなサイトをめざしました。

支援団体の取材・撮影は児童養護施設等の出身者が！

紹介している全国の支援団体には、コンパスナビ社員（児童養護施設出身のブローハン聡）
と各地元の児童養護施設等出身者と一緒に訪問取材しました。撮影した動画は、支援団体の
紹介ページに今後順次掲載していきます。
支援内容の紹介や支援員のメッセージ動画が見られることで相談することのハードルが下が
ることを狙っています。
また、取材してくれた当事者からの口コミにより利用者が広がっていくことも狙っています。

さらに、全国の支援団体と連携することで、それぞれの得意分野、専門性を活かした手厚い
支援につながることを目指してしています。

※サイト開発費および取材費は、民間基金を活用しました。

https://navinchi.jp/

2月15日


